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１．第 6学年夏合宿選考試験 

6月 25日（土）の 6年生の夏合宿選考試験を、問題プールシステムを利用した CBT方式

で行なった。6月 10日（金）と 6月 24日（金）に事前動作確認を行い、本番でも動作に問

題はなかった。起動時にはシステム情報室から１名の応援を得た。 

試験環境として受験者間の距離が近く隣の画面を目視可能なので、モニターの配置や向

きを考える、受験者間に仕切りを設ける、画面に偏光フィルターをかける等の工夫が必要

と考えられた。教務委員会で検討願いたい。 

問題選択上、保存されている過去問に分類タグ（科目等）設定が必要と考えられた。 

実施体制として機器管理を医学教育研究センター、実施運用を教務課とシステム情報室、

責任部署を教務委員会とするのが望ましいと思われる。 

今後 8月 29 日（月）に 5年生中間試験、来年 2月 17日（金）に 2年生総合試験も同じ

く CBT方式で実施する予定であるので、今回の教訓を生かしたい。 

 

２．医学教育ワークショップの準備 

 9月 1日（木）、2日（金）の第 24回久留米大学医学教育ワークショップの会場準備等に

ついて医学部教務課と役割分担等の打ち合わせを 6月 15日（水）に行った。 

 

３．当センター柏木が筆頭著者の研究論文「共用試験 CBTの成績から学生個人の医師国家

試験の合否を予測できるか？」が久留米医学会雑誌にアクセプトされた（6月 29日）。論旨

は「共用試験結果から国試合否を推定できるが、共用試験以後２年間の変動要因が合否に

影響するので、その要因を早期に発見して指導することが大切だ」。 

 

４．K-カメリア操作説明会 

 北川が問題プールシステムの操作講習会を 6月 13日と 15日に開催し、同システムによ

る作問等を推進する FDを実施した。7月 13日（木）にも予定している。 

 

５．卒業生の活躍調査について 

医学教育分野別評価基準の 7.3にある「学生と卒業生の実績・成績」に基づき、医学部

同窓生を対象とするアンケート原案を作り、教育評価委員会（委員長：石竹達也教授）へ

送った。同委員会で検討していただき、最終的には医学部同窓会会報を送付する際にアン
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ケート用紙を同封していただく予定。 

 

６．朝クラブについて 

6月 6日（月）より学生の個人的な相談を受けるために、朝朝 8時から 8時半まで水曜日

を除く週日に、医学教育研究センターで、「なんでも相談 朝クラブ」として安達が待機し

ている。 

 

７．e-ラーニングシステムのセキュリティ 

 佐賀県の教育情報システムからの大量情報流出事件を受けて、当センターの e-ラーニン

グシステム、本学問題プールシステム、およびクラウド利用におけるセキュリティを再検

討し、より適切な安全策を提案していくこととした。 

 

８．学外活動 

 6 月 3 日（金）、4日（土）：安達が共用試験機構 CBT ブラッシュアップ会議へ出席した。 

 6月 13日（月）：神代が日本医学教育評価機構（JACME）広報委員会へ出席。受審に関す

る準備項目、手数料や年会費等の情報をホームページ等で周知することなどが決まった。 

 6月 22日（水）：安達が共用試験機構（CATO）の定時総会へ医学部長の代理で出席。 

 6月 24日（金）：神代が JACME の社員総会へ医学部長の代理で出席。 

 

以上 


